
• 宝ホールディングスの大宮です。

• 本日はお忙しいところ、当社グループの2012年3月期 第2四半期の決算説明会にお集まりいただき、誠
にありがとうございます。
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• 本日は、ご覧の順番で説明します。

2



• 宝ホールディングス連結の2012年3月期 第2四半期までの事業概況ならびに決算について説明します。
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• まずはじめに、今年の4月からスタートしている長期経営ビジョンと中期経営計画について確認します。

• 長期経営ビジョン「TaKaRaグループ・ビジョン2020」では、『国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ば
し、環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立する』ことを経営目標に掲げています。

• 「TaKaRaグループ中期経営計画2013」では、『「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、国
内での安定成長を実現するとともに、海外で大きく成長するための事業基盤を拡大する』ことを基本方針
に掲げ、定量目標として2014年3月期の売上高2000億円以上、営業利益100億円以上を目指すとともに、
海外売上高比率10%以上、成長事業と育成事業の売上高比率25%以上を目指しています。
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• 上期の事業概況を振り返ります。

• 東日本大震災の影響が残る厳しい経営環境を鑑み、上期は増収・減益となる計画でスタートしましたが、
全ての事業グループで期初計画を上回る営業利益をあげ、連結営業利益および連結経常利益では前期
比でも増益となりました。

• 事業グループごとの取り組み内容を振り返りますと、宝酒造グループの国内酒類事業では、家庭内飲酒の
需要拡大に対応し、ソフトアルコール飲料を中心に売上を拡大しました。一方、業務用市場においては、
低価格志向の高まりに対し、スタンダードゾーンの商品ラインアップを強化することで対応しました。

• 調味料・酒精事業では、震災の影響で東北地方向けの加工業務用調味料は苦戦が続いていますが、工
業用アルコールを中心に売上を拡大することができました。

• 海外での事業拡大につきましては、酒類事業、日本食材卸事業ともに順調に進展しています。

• タカラバイオグループの遺伝子工学研究事業では、中国での売上拡大に加え、インドでも研究用試薬の
販売をスタートしました。

• 医食品バイオ事業では、キノコの市場価格低迷の影響を受け、計画未達となりました。

• 遺伝子医療事業では、がん免疫細胞療法に関する支援サービス事業の提携先を拡大するとともに、中国
における細胞培養用培地とバッグの売上を拡大することができました。

• 宝ヘルスケア社では、主力のガゴメ昆布フコイダン関連製品への集中的な広告投下によって、新規顧客
の獲得が順調に進みました。獲得が順調に進みました。

• 東日本大震災への対応としては、電力不足による節電要請に応えながら、消費者の皆様に安心・安全な
製品を安定的にお届けすることに努めました。
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• 第2四半期累計期間の決算の概要です。

• 前期比では、売上高は宝酒造グループにおいて大幅な増収となり、全体では4,006百万円増収の95,478
百万円となりました。営業利益は77百万円増益の3,326百万円、経常利益は216百万円増益の3,451百
万円となりました。一方、四半期純利益は、震災による特別損失を計上したことなどにより、419百万円減
益の959百万円となりました益の959百万円となりました。

• 期初計画比では、売上高で978百万円、営業利益で1,026百万円、経常利益で1,051百万円、四半期純
利益では59百万円、計画を上回りました。

• グループ別の決算の概況については、宝酒造グループでは、震災の影響を考慮して増収・減益となる計
画でしたが、売上高を順調に伸ばすことができ、営業利益も計画を上回りました。

• タカラバイオグループでは、期初計画並みの売上高となりましたが、原価率の低下などにより営業利益は
計画を上回りました。

• 宝ヘルスケア社では、期初計画並みの売上高ではありますが、利益率の高い健康食品の比率が高まり、
営業損失は計画以上に改善しました。
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• 特別損益の概況です。

• 上期は投資有価証券評価損で357百万円、震災による特別損失で805百万円などを計上し、特別損益は
▲1,180百万円となりました。

• 震災による特別損失の内訳は、スライドに記載の通りですが、前期に計上したものと合わせて累計で約12
億円の損失が発生しています。
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• 宝酒造グループの第2四半期累計期間の決算および活動内容と、通期業績予想について説明します。
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• 上期の事業環境を振り返ります。

• 左上のグラフはパブ・居酒屋の売上高および利用客数の前年同月比の推移を表しています。

• 東日本大震災の発生した3月に前年を大きく割り込み、それ以降も100%を下回って推移しています。

• 右上の表は酒類のカテゴリー別の市場動向を表しています。チューハイなどの家庭向けの商品が前年を右 表 酒類 別 市場動向 表 す。 家庭向け 商品 前年
上回っています。

• これらのデータからも読み取れる通り、震災の影響で業務用市場が冷え込む一方、家庭内での飲酒市場
が拡大しました。また、節約・低価格志向も加速しています。

• こうした環境に対応するため、宝酒造グループでは、チューハイや、スタンダードゾーンの焼酎・清酒など
に注力しました。
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• 宝酒造グループの損益の概要です。

• 前期比でみると、売上高は焼酎ハイボールや直搾りが好調だったソフトアルコール飲料が牽引し、4,242
百万円増収の84,996百万円となりました。

• 利益面では、震災の影響によるコストアップや運送費の増加に加え、ブランド育成のために広告宣伝費を
増加させたことなどにより、営業利益は214百万円減益の2,569百万円となりました。

• 期初計画比では、売上高で996百万円、営業利益で509百万円、それぞれ計画を上回りました。

• 売上高の主な増減要因を確認すると、前期比では、市場全体が低調に推移した焼酎と本みりんにおいて、
当社は市場動向は上回ったものの減収となりました。

• 一方で、ソフトアルコール飲料において、焼酎ハイボールで1,406百万円、直搾りで1,331百万円の増収と
なりました。なり 。

• また、前期の第1四半期は連結対象となっていなかったフーデックス社の売上高が加わり、「その他」の部
門でも増収となりました。なお、フーデックス社の売上高は期初計画比でも上回っています。
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• 前期比での営業利益の増減分析です。

• コストアップが598百万円、コストダウンが506百万円となり、差し引き約1億円のコストアップとなりました。

• 売上の増加などによる総利益の増加が991百万円となりましたが、販管費において運送費・広告宣伝費・
販売促進費が増加し、宝酒造単体の営業利益は前期比421百万円の減益となりました。

• 一方、子会社ではフーデックス社をはじめ、その他の子会社でも営業利益が増加しました。
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• 期初計画比での営業利益の増減分析です。

• 震災の影響で、想定外のコストアップや運送費の増加が発生しましたが、売上の増加でこれをカバーし、
宝酒造単体の営業利益は期初計画を288百万円上回りました。

• また、子会社の業績も好調に推移し、宝酒造グループ全体の営業利益は期初計画を509百万円上回りま
した。
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• 続いて当期の活動内容について説明します。

• まずは「宝酒造グループ中期経営計画2013」を確認します。

• 宝酒造グループでは、『国内は、酒類事業の収益力強化およびBtoB事業の拡大、海外は、日本食材卸
販売網の構築に取り組む』ことを基本方針に掲げています。

• それぞれの分野における事業戦略につきましては、国内酒類事業では、新商品の開発、ブランドの育成、
収益力の強化を３本柱に据え、安定的なキャッシュフローを生み出して、グループ全体の成長を支えること
を目指しています。

• 調味料・酒精事業では、加工業務用調味料と、酒精のそれぞれの分野で事業を伸ばすとともに、両方の
商品に共通するお客様に対する提案力を強化することを目指し、将来的には宝酒造グループの事業の柱
となるようBtoBビジネスとしての拡大を目指しています。

• 海外事業では、酒類と日本食材卸の両事業の拡大を通じて日本食文化を世界に広め、清酒やみりんなど
の日本の酒類や食材の販路拡大を目指しています。
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• 「宝酒造グループ中期経営計画2013」に基づいて行っている当期の具体的な活動内容について、説明し
ます。

• 焼酎については、スタンダードゾーンの「黒よかいち」、「極上宝焼酎」、こだわりゾーンの「知心剣」、「一刻
者」を中心にブランド育成を継続しています。

• 本格焼酎では、「よかいち」ブランドのテコ入れ策として、より一層味わい深い品質の「黒よかいち」を発売し、
需要の高まっている家庭用向けの商品や、低価格志向が進む業務用向けの商品など、順次、ラインアッ
プを拡充しています。

• 甲類焼酎では、低価格でありながら、樽貯蔵熟成酒を３％ブレンドし、差別化されたひとクラス上の味わい
を実現した「極上 宝焼酎」が、市場のニーズをとらえて順調に売上を伸ばしています。

• こだわりゾーンの「知心剣」では、テレビCMを開始するなどブランド認知の一層の向上を図っております。
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• 清酒では、家庭用ルートには「天」、業務用ルートには「豪快」のラインアップを強化して消費者ニーズに対
応しています。

• 「天」は、家庭内飲酒の需要をとらえて好調に推移しています。この「天」において、家庭内でのニーズへの
対応をさらに強化した新商品としてエコパウチ入りの商品を発売しました。エコパウチは、冷蔵庫で保管し
やすく さらに ごみの分別が不要で家庭で取り扱う際の利便性が高いということで好評をいただいていまやすく、さらに、ごみの分別が不要で家庭で取り扱う際の利便性が高いということで好評をいただいていま
す。

• 一方、低価格志向の進む業務用ルートでは、「豪快」において生酒を発売しました。「豪快」は、燗で冴える
味わいとして、従来から好評でしたが、夏場には清酒を冷やして飲むニーズが高まりますので、このニーズ
に対応する商品としてラインアップを強化しました。

• 清酒の市場はダウントレンドにありますが、「天」や「豪快」は、家庭内および業務用ルートでのニーズを的
確に捉え順調に売上を伸ばしています。
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• 続いて、ソフトアルコール飲料です。

• ソフトアルコール飲料の中心であるチューハイは、もともと家庭内での需要に応えるものであり、当期はこう
した需要の高まりをとらえて非常に好調に推移しています。

• ブランド別に説明しますと、「焼酎ハイボール」では、テレビCMを開始するなどブランド育成を強化していま
す。「焼酎ハイボール」は、辛口ですっきりした味わいが支持され、まとめ買いをされるお客さまも多くなって
きています。

• 「直搾り」は女性をターゲットにしたリニューアルを行いましたが、これ以降、非常に好調に推移しています。
引き続き、限定生産のフレーバー展開などを通じ、ブランド育成を継続していきます。

• 以上のように、国内酒類事業においては、新商品の開発とブランド育成に注力しています。
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• 続いて、海外事業における活動内容を説明します。

• 米国宝酒造の第2四半期累計期間の業績はドルベースでの売上高が前期比8%の増収、営業利益が
13.5%の増益となりました。通期でも増収・増益を見込んでいます。

• 米国では、特に清酒の売上が順調に拡大しており、生産能力の増強を行ってきましたが、今年の10月に
製 資従来の1.5倍の製造が可能となりました。この設備投資では、生産量の拡大に加え品質面でも改良を加え

ており、今まで以上に品質の良い清酒の製造が可能となりました。
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• 次に、フーデックス社の状況です。

• 前期は第1四半期が連結対象となっていなかったこともあり、売上高・営業利益ともに大幅に拡大していま
す。4月から6月の同期間で比較しても、前期を上回って順調に業績を伸ばしています。また、通期でも期
初の計画を上回る見込みとなっています。

• 今年は、福島原発の事故にともない、輸入規制や風評被害などの影響が懸念されましたが、フーデックス
社への影響は軽微なものとなっており、それ以上に日本食市場の成長およびフーデックス社自体の地域
的な拡大などが業績を後押ししています。
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• このたび見直しました通期の業績予想です。

• 第2四半期までの傾向を考慮し、売上高は期初計画を300百万円上回る174,100百万円に見直しました。

• 利益面では、原材料価格の上昇傾向を織り込み、営業利益は期初計画通り6,700百万円となる見込みで
す。

• 売上高の主な増減要因を確認しますと、前期比では焼酎が減収となる見込みですが、ソフトアルコール飲
料の「焼酎ハイボール」と「直搾り」が大幅な増収となるのに加えて、清酒でも増収となる見込みです。また、
フーデックス社も増収要因となり、全体では前期比7,309百万円増収の174,100百万円となる見込みです。

• 期初計画比では、焼酎が計画を下回る見込みですが、清酒やソフトアルコール飲料などで計画を上回る
見込みです。
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• 営業利益の増減について、前期比で確認します。

• コストアップが1,765百万円、コストダウンが1,269百万円の見込みであり、差し引きで496百万円のコスト
アップとなり、宝酒造単体の営業利益は前期を若干下回る見込みですが、フーデックス社の増益などによ
り、宝酒造グループ全体では131百万円の増益を見込んでいます。
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• 期初計画比での営業利益の増減分析です。

• 粗留アルコールを中心に当初の想定以上のコストアップとなる見込みであり、宝酒造単体の営業利益は期
初計画を136百万円下回る見通しです。

• 一方で、フーデックス社をはじめとする子会社で期初計画を上回り、宝酒造グループ全体では期初計画通
りの営業利益となる見込みです。
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• 宝ホールディングス連結の2012年3月期の通期業績予想を確認します。
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• 売上高、営業利益、経常利益で期初計画を上回る見込みであり、決算発表（11月4日）の際に通期の業績
予想を上方修正しました。

• 売上高については、タカラバイオグループで期初計画を下回る見込みですが、宝酒造グループで期初計
画を上回り、全体でも計画を上回る197,400百万円を見込んでいます。

• 営業利益については、タカラバイオグループで期初計画を上回ることにより、全体でも計画を200百万円
上回る8,600百万円を見込んでいます。

• 営業利益と同様に、経常利益も期初計画を200百万円上回る見込みですが、震災による特別損失や、投
資有価証券評価損を計上していますので、当期純利益は期初計画通りの4,000百万円を見込んでいます。

• 前期比では、前期の下期に、震災による特別損失や投資有価証券評価損を計上しており、その裏返しで
当期純利益は前期比211百万円の増益となる見込みです。

• なお、売上高は前期比7,630百万円の増収を見込んでおり、営業利益、経常利益、当期純利益の全ての
利益においても通期で前期を上回る見込みです。

• 株主還元につきましては、11月4日に発表した通り220万株の自己株式取得を行い、当期の株主還元性
向は50%以上となる見込みです。

• 以上で、私からの説明を終了します。ご静聴ありがとうございました。
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